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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号のジッタを検出するジッタ検出装置であって、
前記映像信号の１フィールドの垂直時間を測定して垂直時間信号を生成する垂直時間測定
手段と、
　前記垂直時間信号に基づいて、前記映像信号がジッタしているか否かを判定してジッタ
判定信号を生成するジッタ判定手段と、
　前記ジッタ判定信号に基づいて、前記映像信号がジッタしていると連続して判定される
回数をカウントしてジッタ判定カウンタ信号を生成するジッタ判定カウント手段と、
　前記ジッタ判定カウンタ信号に基づいて、前記映像信号が第１の所定回数連続してジッ
タしていると判定される場合には当該映像信号をジッタ信号と認定するジッタ認定手段と
、
　前記ジッタ判定信号に基づいて、前記映像信号がジッタしていないと連続して判定され
る回数をカウントして非ジッタ判定カウンタ信号を生成する非ジッタ判定カウント手段と
、
　前記非ジッタ判定カウンタ信号に基づいて、前記映像信号が第２の所定回数だけ連続し
てジッタしていないと判定される場合に当該映像信号を非ジッタ信号と認定する非ジッタ
認定手段と、
　前記垂直時間の分散値を逐次算出するジッタ量算出手段とを備えるジッタ検出装置。
【請求項２】
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　前記ジッタ判定手段は、
　現フィールドの垂直時間と前フィールドの垂直時間の差の絶対値が１より大きい時には
、映像信号はジッタしていると判定し、
　当該絶対値が１より小さい時には、映像信号はジッタしていないと判定することを特徴
とする請求項１に記載のジッタ検出装置。
【請求項３】
　映像信号のジッタ量に応じて、当該映像信号の画質を補正する画質補正装置であって、
　所定のノイズ低減補正量に基づいて、映像信号ノイズを低減するノイズ低減手段と、
　所定の水平輪郭強調補正量に基づいて、映像信号の水平輪郭を強調する水平輪郭強調手
段と、
　所定のスキャン速度変調量に基づいて、映像信号の特定の部分を強調するスキャン速度
変調手段との少なくとも一つを備え、
　前記ジッタ量に応じて、前記ノイズ低減補正量は所定の調整値だけ増加させ、前記水平
輪郭強調補正量は当該調整値だけ減少させ、前記スキャン速度変調量は当該調整値だけ減
少させる画質補正調整手段と、
　　前記映像信号の１フィールドの垂直時間を測定して垂直時間信号を生成する垂直時間
測定手段と、
　　前記垂直時間信号に基づいて、前記映像信号がジッタしているか否かを判定してジッ
タ判定信号を生成するジッタ判定手段と、
　　前記ジッタ判定信号に基づいて、前記映像信号がジッタしていると連続して判定され
る回数をカウントしてジッタ判定カウンタ信号を生成するジッタ判定カウント手段と、
　　前記ジッタ判定カウンタ信号に基づいて、前記映像信号が第１の所定回数連続してジ
ッタしていると判定される場合には当該映像信号をジッタ信号と認定するジッタ認定手段
と、
　　前記ジッタ判定信号に基づいて、前記映像信号がジッタしていないと連続して判定さ
れる回数をカウントして非ジッタ判定カウンタ信号を生成する非ジッタ判定カウント手段
と、
　　前記非ジッタ判定カウンタ信号に基づいて、前記映像信号が第２の所定回数だけ連続
してジッタしていないと判定される場合に当該映像信号を非ジッタ信号と認定する非ジッ
タ認定手段とを備えるジッタ検出装置とを備え、
　前記画質補正調整手段は、前記垂直時間の分散値を逐次計算しながら動的に前記ノイズ
低減補正量、前記水平輪郭強調補正量、および前記スキャン速度変調量の少なくとも１つ
を調整することを特徴とする画質補正装置。
【請求項４】
　前記画質補正調整手段は、ジッタ量に対する出現頻度からなるヒストグラムを生成する
ヒストグラム手段を更に備え、
　前記画質補正調整手段は、前記出現頻度で所定の閾値以上且つ前記ジッタ量に対応して
予め定められた所定の調整量で前記ノイズ低減補正量、前記水平輪郭強調補正量、および
前記スキャン速度変調量の少なくとも１つを調整することを特徴とする請求項３に記載の
画質補正装置。
【請求項５】
　前記映像信号が非ジッタ信号からジッタ信号に変化した直後には、現フィールドのジッ
タ量を前記調整値として用いることを特徴とする請求項３に記載の画質補正装置。
【請求項６】
　前記映像信号がジッタ信号から非ジッタ信号に変われば、前記ノイズ低減補正量、前記
水平輪郭強調補正量、前記スキャン速度変調量の少なくとも１つの調整を取りやめる調整
抑制手段を備える請求項３に記載の画質補正装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、映像信号に種々の処理を施して、映像信号より再生される画像の品質を補正す
る画質補正装置に関し、さらに詳述すれば、画像品質に多大な影響を与える映像信号のジ
ッター量に応じた適正な補正量で画質補正する画質補正装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図２２に、ＬＣＤやＣＲＴに代表されるテレビジョンセットで用いられている画像表示器
において表示される画像の源であるアナログの映像信号Ｓｖに対して用いられる従来の画
像補正装置を示す。同図に示すように、テレビジョンセットにおいて、信号処理システム
ＳＰｃは映像信号Ｓｖに種々の処理を施して、画像表示器９（本例においては、ＣＲＴ）
において画像を表示させるために必要な、画像表示器９の特性に応じた情報を表すスキャ
ン速度変調信号ＶＳＣｃ、画像信号Ｓｉ、および水平同期信号Ｈｓｙｎｃと垂直同期信号
Ｖｓｙｎｃを生成する。
【０００３】
スキャン速度変調信号ＶＳＣｃに基づいて、スキャン速度変調駆動器６は画像表示器９に
おける表示画質を補正するために、所定の速度でスキャンさせて画質補正スキャン駆動信
号Ｓｓｃｄを生成する。画像信号Ｓｉに基づいて、ＣＲＴ駆動器７は画像表示器９に画像
を表示させるＣＲＴ駆動信号Ｓｃｒｔｄを生成する。同期信号Ｓｓｙｎｃに基づいて、偏
向器８は画像表示器９を所定の偏向量で動作させラスタスキャンさせる偏向駆動信号Ｓｄ
ｆｄを生成する。画像表示器９は、これらの駆動信号Ｓｓｃｄ、Ｓｃｒｔｄ、およびＳｄ
ｆｄによって駆動されて、映像信号Ｓｖが運んでいる画像を表示する。
【０００４】
信号処理システムＳＰｃは、同期分離器４、画質補正装置ＩＱＣｃ、および信号処理器５
を含む。同期分離器４は、映像信号Ｓｖから水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号
Ｖｓｙｎｃを抽出する。
画質補正装置ＩＱＣｃは、水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに基づ
いて、映像信号Ｓｖに画質補正処理を施して被画質補正映像信号ＳＩＱｃを生成すると共
に、スキャン速度変調信号ＶＳＣｃを生成する。信号処理器５は、被画質補正映像信号Ｓ
ＩＱｃに基づいて、画像信号Ｓｉを生成する。なお、信号処理システムＳＰｃの動作は制
御器１００ｃによって制御される。
【０００５】
画質補正装置ＩＱＣｃは、画像表示器９によるスキャン速度ＶＳＣを規定するスキャン速
度変調信号生成器１１、画像信号Ｓｉの水平輪郭強調量ＯＥを規定する水平輪郭強調器１
２、画像信号Ｓｉに含まれるノイズ成分を低減するノイズ低減器（ＮＲ）１３、マルチプ
レクサ１４、バスインターフェース１５、およびＲＯＭ１６を含む。
【０００６】
スキャン速度変調信号生成器１１は、水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号Ｖｓｙ
ｎｃと映像信号Ｓｖに基づいて、画像信号Ｓｉに対応したラスタスキャン速度ＶＳＣ（図
示せず）を決定する。同様に、水平輪郭強調器１２は、水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂
直同期信号Ｖｓｙｎｃと映像信号Ｓｖに基づいて、映像信号Ｓｖの水平輪郭強調量ＯＥ（
図示せず）を決定する。
【０００７】
仮に映像信号Ｓｖの品質が一定であったとしても、映像信号Ｓｖの運ぶ映像が画像表示器
９で表示される場合には、画像表示器９およびスキャン速度変調駆動器６、ＣＲＴ駆動器
７、および偏向器８を含む駆動回路系や、信号処理系を含めたテレビジョンセットの物理
特性等の影響を受けるので、上述のスキャン速度ＶＳＣおよび水平輪郭強調量ＯＥを水平
同期信号Ｈｓｙｎｃ、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、および映像信号Ｓｖに基づいて一義的に
決定することはできない。そのために、画質補正装置ＩＱＣｃが用いられるテレビジョン
セットの物理的特性に応じて、スキャン速度変調信号生成器１１、水平輪郭強調器１２、
およびＮＲ１３の作用をそれぞれ補正する所定の補正量を予め求めておく。
【０００８】
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そして、それぞれ所定補正量ＳＣＡｃをＲＯＭ１６中に格納しておいて、画質補正装置Ｉ
ＱＣｃにおける映像信号Ｓｖの画質補正時に、バスインターフェース１５を経由して、所
定補正量ＳＣＡｃをＲＯＭ１６から読み出して、スキャン速度変調信号生成器１１、水平
輪郭強調器１２、およびＮＲ１３に供給して、それぞれの作用を補正する。
【０００９】
具体的には、所定補正量ＳＣＡｃには、スキャン速度変調信号生成器１１によって決定さ
れるスキャン速度ＶＳＣに対する所定の補正量であるスキャン速度補正量ＳＶＭｃ、水平
輪郭強調器１２によって決定される水平輪郭強調量ＯＥに対する所定の補正量である水平
輪郭強調補正量ＳＯＥｃ、およびＮＲ１３におけるノイズ低減量に対する所定の補正値で
あるノイズ低減補正量ＳＮＲｃが含まれる。
【００１０】
　このように、水平輪郭強調器１２は、バスインターフェース１５を経由してＲＯＭ１６
から供給される水平輪郭強調補正ＳＯＥｃに基づいて、映像信号Ｓｖの水平輪郭強調量Ｏ
Ｅを決定して被補正水平輪郭強調信号ＯＥｃを生成する。マルチプレクサ１４は映像信号
Ｓｖと被補正水平輪郭強調信号ＯＥｃとを多重化して、映像信号Ｓｖの水平輪郭が水平輪
郭強調量ＯＥで強調された水平輪郭被強調映像信号ＶＯＥｃを生成してＮＲ１３に出力す
る。
【００１１】
ＮＲ１３は、水平輪郭強調器１２と同様に、バスインターフェース１５を経由してＲＯＭ
１６から供給されるノイズ低減補正量ＳＮＲｃによって補正されたノイズ低減特性に基づ
いて、水平輪郭被強調映像信号ＶＯＥｃのノイズを低減して被画質補正映像信号ＳＩＱｃ
を生成する。
信号処理器５は、被画質補正映像信号ＳＩＱｃに基づいて、画像信号Ｓｉを生成する。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
上述のように、従来の画質補正装置ＩＱＣｃにおいては、テレビジョンセットの物理特性
等の影響を考慮し所定量だけ、映像信号Ｓｖに対して、スキャン速度変調、水平輪郭強調
量、およびノイズ低減の補正を行っている。つまり、映像信号Ｓｖの品質の変化に関わら
ず、画質補正装置ＩＱＣｃによる補正量は常に一定である。
【００１３】
しかしながら、映像信号Ｓｖの品質は時間の経過と共に変化している。映像信号Ｓｖがジ
ッタしている場合には、画質補正装置ＩＱＣｃから出力される被画質補正映像信号ＳＩＱ
ｃおよびスキャン速度変調信号ＶＳＣｃもジッタを起こす。よって、これらジッタを起こ
している被画質補正映像信号ＳＩＱｃおよびスキャン速度変調信号ＶＳＣｃに基づいて、
画像表示器９において再生される映像のジッタ量も増大するので、再生映像そのものの品
質が劣化してしまう。
【００１４】
例えば、ジッタを有する映像信号Ｓｖに、強くエッジ強調する水平輪郭強調処理を施すと
、水平輪郭強調信号自体もジッタしているので、エッジ部分のぎらつきを強調し、画質補
正処理が再生画像のジッタを強調してしまう。これを防ぐには、映像信号Ｓｖのジッタ量
に応じて、エッジ強調型の画質補正量は減じ、ノイズ除去型の画質補正量を増加させれば
良い。
【００１５】
つまり、映像信号Ｓｖの品質（ジッタ）に起因する映像画像の品質劣化を防止あるいは改
善するためには、映像信号Ｓｖのジッタ量に応じて、スキャン速度変調信号生成器１１、
水平輪郭強調器１２、およびＮＲ１３による補正を調整すれば良い。つまり、映像信号Ｓ
ｖがジッタしている場合には、そのジッタ量に応じてスキャン速度変調信号生成器１１お
よび水平輪郭強調器１２による補正を抑える一方、ＮＲ１３による補正を促進するのであ
る。
【００１６】
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そのためには、映像信号Ｓｖのジッタの有無およびジッタ量を正確に検出できることが必
須である。しかしながら、従来テレビジョンセットのような画像表示装置に組み込んで、
入力される映像信号Ｓｖのジッタの有無およびその量を正確に検出する手段は提供されて
いない。
それゆえに、本発明は上記の課題を解決するために成されたもので、映像信号のジッタの
有無およびそのジッタ量を正確に検出できる映像信号のジッタ検出装置を提供することを
第１の目的とし、さらに該ジッタ検出装置にて検出映像信号のジッタ量に応じて映像信号
を再生する際の画質補正量を適応的に変化させて再生画像の画質補正を行う画質補正装置
を提供することを第２の目的としている。
【００１７】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　上記課題を解決するために、第１の発明は、映像信号のジッタを検出するジッタ検出装
置であって、
　映像信号の１フィールドの垂直時間を測定して垂直時間信号を生成する垂直時間測定器
と、
　垂直時間信号に基づいて、映像信号がジッタしているか否かを判定してジッタ判定信号
を生成するジッタ判定器と、
　ジッタ判定信号に基づいて、映像信号がジッタしていると連続して判定される回数をカ
ウントしてジッタ判定カウンタ信号を生成するジッタ判定カウント器と、
　ジッタ判定カウンタ信号に基づいて、映像信号が第１の所定回数連続してジッタしてい
ると判定される場合には映像信号をジッタ信号と認定するジッタ認定器と、
　ジッタ判定信号に基づいて、映像信号がジッタしていないと連続して判定される回数を
カウントして非ジッタ判定カウンタ信号を生成する非ジッタ判定カウント器と、
　非ジッタ判定カウンタ信号に基づいて、映像信号が第２の所定回数だけ連続してジッタ
していないと判定される場合に映像信号を非ジッタ信号と認定する非ジッタ認定器と、
　垂直時間の分散値を逐次算出するジッタ量算出器とを備える。
【００１８】
上記のように、第１の発明においては、映像信号やテレビジョン装置側のノイズ成分等の
擾乱因子の影響を排除して、映像信号のジッタ状態およびジッタ量を正確に検出できる。
【００１９】
第２の発明は、第１の発明において、ジッタ判定器は、
現フィールドの垂直時間と前フィールドの垂直時間Ｓｔｆの差の絶対値が１より大きい時
には、映像信号はジッタしていると判定し、
絶対値が１より小さい時には、映像信号はジッタしていないと判定することを特徴とする
。
【００２１】
　第３の発明は、映像信号のジッタ量に応じて、映像信号の画質を補正する画質補正装置
であって、
　所定のノイズ低減補正量に基づいて、映像信号ノイズを低減するノイズ低減器と、
　所定の水平輪郭強調補正量に基づいて、映像信号の水平輪郭を強調する水平輪郭強調器
と、
　所定のスキャン速度変調量に基づいて、映像信号の特定の部分を強調するスキャン速度
変調器との少なくとも一つを備え、
　ジッタ量に応じて、ノイズ低減補正量は所定の調整値だけ増加させ、水平輪郭強調補正
量は調整値だけ減少させ、スキャン速度変調量は調整値だけ減少させる画質補正調整器と
、
　映像信号の１フィールドの垂直時間を測定して垂直時間信号を生成する垂直時間測定器
と、
　垂直時間信号に基づいて、映像信号がジッタしているか否かを判定してジッタ判定信号
を生成するジッタ判定器と、
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　ジッタ判定信号に基づいて、映像信号がジッタしていると連続して判定される回数をカ
ウントしてジッタ判定カウンタ信号を生成するジッタ判定カウント器と、
　ジッタ判定カウンタ信号に基づいて、映像信号が第１の所定回数連続してジッタしてい
ると判定される場合には映像信号をジッタ信号と認定するジッタ認定器と、
　ジッタ判定信号に基づいて、映像信号がジッタしていないと連続して判定される回数を
カウントして非ジッタ判定カウンタ信号を生成する非ジッタ判定カウント器と、
　非ジッタ判定カウンタ信号に基づいて、映像信号が第２の所定回数だけ連続してジッタ
していないと判定される場合に映像信号を非ジッタ信号と認定する非ジッタ認定器とを備
えるジッタ検出装置とを備え、
　画質補正調整器は、垂直時間の分散値を逐次計算しながら動的にノイズ低減補正量、水
平輪郭強調補正量、およびスキャン速度変調量の少なくとも１つを調整することを特徴と
する。
【００２２】
　上記のように、第３の発明においては、映像信号のジッタ状態に応じて、適正に調整さ
れた画質補正ができる。
【００２５】
　第４の発明は、第３の発明において、画質補正調整器は、ジッタ量に対する出現頻度か
らなるヒストグラムを生成するヒストグラム器を更に備え、
　画質補正調整器は、出現頻度で所定の閾値以上且つジッタ量に対応して予め定められた
所定の調整量でノイズ低減補正量、水平輪郭強調補正量、およびスキャン速度変調量の少
なくとも１つを調整することを特徴とする。
【００２６】
　第５の発明は、第３の発明において、映像信号が非ジッタ信号からジッタ信号に変化し
た直後には、現フィールドのジッタ量を調整値として用いることを特徴とする。
【００２７】
　第６の発明は、第３の発明において、映像信号がジッタ信号から非ジッタ信号に変われ
ば、ノイズ低減補正量、水平輪郭強調補正量、スキャン速度変調量の少なくとも１つの調
整を取りやめる調整抑制器を備える。
【００２８】
【発明の実施の形態】
先ず、図１～図１４を参照して、本発明の実施形態にかかる画質補正装置について説明す
る。その後、図１５～図２１を参照して、本発明の実施形態の変形例にかかる画質補正装
置について詳しく述べる。
【００２９】
実施形態について具体的に述べる前に、先ず本発明にかかる画質補正装置の基本的な概念
について説明する。上述の如く、テレビジョンセットに代表される画像表示装置において
、画像表示器において表示される画像の品質は大別して、映像信号の品質およびテレビジ
ョンセットの物理的特性の影響を受ける。映像信号の品質はジッタやノイズであり、テレ
ビジョンセットの物理的特性とは信号処理系の対ジッタ応答性および周波数特性と画像表
示器のフォーカス性能およびガンマ特性である。
【００３０】
一般に、画像表示器において表示される画像の品質を改善するには、映像信号に対する水
平輪郭強調、画像表示器に対するラスタスキャン速度の輝度信号の変化に対する変調（以
降、「スキャン速度変調」と称す）、および映像信号のノイズ成分の影響を低減するノイ
ズ低減化処理がある。ジッタしている映像信号に対しては、水平輪郭強調およびスキャン
速度変調は、再生画像品質を一層劣化させるので、抑える必要がある。一方、ノイズ低減
化は再生画像の改善するので抑える必要はない。
【００３１】
つまり、映像信号のジッタ量が多くなれば水平輪郭強調およびスキャン速度変調の高速化
を抑える一方ノイズ低減化を促進すればよい。一方、映像信号のジッタ量が小さくなれば
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水平輪郭強調およびスキャン速度変調を促進し、ノイズ低減化を低減化すれば良い。この
ように、本発明においては、映像信号のジッタ量に応じて、水平輪郭強調、スキャン速度
変調、およびノイズ低減化量を適正に調整することによって、画像表示器による再生画像
品質の確保を図るものである。
【００３２】
（実施形態）
図１に、本発明の実施形態にかかる画像補正装置をＬＣＤやＣＲＴに代表されるテレビジ
ョンセットに用いられている様子を示す。同図に示すように、テレビジョンセットにおい
て、信号処理システムＳＰｐは映像信号Ｓｖに種々の処理を施して、画像表示器９（本例
においては、ＣＲＴ）において画像を表示させるために必要な、画像表示器９の特性に応
じた情報を表すラスタスキャン速度変調信号ＶＳＣｖ、画像信号Ｓｉ、および水平同期信
号Ｈｓｙｎｃと垂直同期信号Ｖｓｙｎｃを生成する。
【００３３】
スキャン速度変調信号ＶＳＣｖに基づいて、スキャン速度変調駆動器６は映像信号Ｓｖの
輝度変化の二次微分信号でラスタスキャン速度を変えることで、画像表示器９における表
示画質を補正するスキャン駆動信号Ｓｓｃｄを生成する。画像信号Ｓｉに基づいて、ＣＲ
Ｔ駆動器７は画像表示器９に画像を表示させるＣＲＴ駆動信号Ｓｃｒｔｄを生成する。偏
向器８は画像表示器９を所定の偏向角で動作させる偏向駆動信号Ｓｄｆｄを生成する。画
像表示器９は、これらの駆動信号Ｓｓｃｄ、Ｓｃｒｔｄ、およびＳｄｆｄによって駆動さ
れて、映像信号Ｓｖが運んでいる画像を表示する。
【００３４】
信号処理システムＳＰｐは、同期分離器４、画質補正装置ＩＱＣｐ、および信号処理器５
を含む。同期分離器４は、映像信号Ｓｖから水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号
Ｖｓｙｎｃを抽出する。
【００３５】
画質補正装置ＩＱＣｐは、水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに基づ
いて、映像信号Ｓｖに画質補正処理を施して被画質補正映像信号ＳＩＱｖを生成すると共
に、スキャン速度変調信号ＶＳＣｖを生成する。信号処理器５は、被画質補正映像信号Ｓ
ＩＱｖに基づいて、画像信号Ｓｉを生成する。なお、信号処理システムＳＰｐの動作は制
御器１００ｐによって制御される。なお、信号処理システムＳＰｃの各構成要素は、それ
ぞれ自身の状態を示す信号を生成して、制御器１００ｐに状態信号Ｓｒとして出力する。
制御器１００ｐ、入力された状態信号Ｓｒに基づいて、各構成要素の状態を認識して、各
構成要素の動作を制御する制御信号Ｓｃを出力する。
【００３６】
画質補正装置ＩＱＣｐは、画像表示器９のスキャン速度ＶＳＣを規定するスキャン速度変
調信号生成器１１、画像信号Ｓｉの水平輪郭強調量ＯＥを規定する水平輪郭強調器１２、
画像信号Ｓｉに含まれるノイズ成分を低減するノイズ低減器（ＮＲ）１３、マルチプレク
サ１４、バスインターフェース１５、ＲＯＭ１６および補正調整器ＣＡを含む。
【００３７】
ＲＯＭ１６には、画質補正装置ＩＱＣｐが用いられるテレビジョンセットの物理的特性に
応じて予め定められた、スキャン速度変調信号生成器１１、水平輪郭強調器１２、および
ＮＲ１３の作用をそれぞれ補正する所定補正量ＳＣＡｃが格納されている。これは、映像
信号Ｓｖの品質が一定であったとしても、映像信号Ｓｖの運ぶ映像が画像表示器９で表示
される場合には、画像表示器９およびスキャン速度変調駆動器６、ＣＲＴ駆動器７、およ
び偏向器８を含む駆動回路系や、信号処理系を含めたテレビジョンセットの物理特性等の
影響を受ける。それ故に予め求められたスキャン速度ＶＳＣ、水平輪郭強調量ＯＥ、およ
びノイズ低減量ＮＲの所定補正量ＳＣＡｃに基づいて、テレビジョンセットの物理的特性
等の影響を補償するべく準備されているものである。
【００３８】
補正調整器ＣＡは、同期分離器４で抽出された垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに基づいて映像信
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号Ｓｖのジッタ量を測定し、測定されたジッタ量に応じたスキャン速度変調信号生成器１
１、水平輪郭強調器１２、およびＮＲ１３のそれぞれの適正補正量を求める。そして、適
正補正量に基づいて、ＲＯＭ１６から読み出した所定補正量ＳＣＡｃを調整して、適正化
補正量ＳＣＡｖを生成する。
【００３９】
具体的には、適正化補正量ＳＣＡｖには、スキャン速度変調信号生成器１１によって決定
されるスキャン速度ＶＳＣに対する所定の補正量ＳＶＭを調整する補正量である適正化ス
キャン速度補正量ＳＶＭｖ、水平輪郭強調器１２によって決定される水平輪郭強調量ＯＥ
を調整する補正量である適正化水平輪郭強調補正量ＳＯＥｖ、およびＮＲ１３におけるノ
イズ低減量を調整する所定の補正値ＳＮＲを調整する補正量である適正化ノイズ低減補正
量ＳＮＲｖが含まれる。適正化補正量ＳＣＡｖのそれぞれは、バスインターフェース１５
を経由して速度変調信号生成器１１、水平輪郭強調器１２、およびＮＲ１３に供給されて
、それぞれの作用を補正する。
【００４０】
スキャン速度変調信号生成器１１は、水平同期信号Ｈｓｙｎｃと垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ
、映像信号Ｓｖ、および適正化スキャン速度補正量ＳＶＭｖに基づいて、画像表示器９の
ラスタスキャン速度ＶＳＣを決定して適正化スキャン速度変調信号ＶＳＣｖを生成する。
同様に、水平輪郭強調器１２は、水平同期信号Ｈｓｙｎｃと垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、映
像信号Ｓｖ、および適正化水平輪郭強調補正量ＳＯＥｖに基づいて、映像信号Ｓｖの適正
水平輪郭強調量ＯＥｖを決定して適正化被補正水平輪郭強調信号ＯＥｖを生成する。
【００４１】
マルチプレクサ１４は映像信号Ｓｖと適正化被補正水平輪郭強調信号ＯＥｖとを多重化し
て、映像信号Ｓｖの水平輪郭成分が適正化被補正水平輪郭強調信号ＯＥｖだけ強調された
適正水平輪郭被強調映像信号ＶＯＥｖを生成してＮＲ１３に出力する。
【００４２】
ＮＲ１３は、水平輪郭強調器１２と同様に、バスインターフェース１５を経由して補正調
整器ＣＡから供給される適正化ノイズ低減補正量ＳＮＲｖに補正されたノイズ低減特性に
基づいて、適正水平輪郭被強調映像信号ＶＯＥｖのノイズ成分を低減して被画質補正映像
信号ＳＩＱｖを生成する。
【００４３】
信号処理器５は、被画質補正映像信号ＳＩＱｖに基づいて、画像信号Ｓｉを生成する。こ
のようにして、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに基づいて、補正調整器ＣＡによって検出された
映像信号Ｓｖのジッタ量に応じて最適化された補正量で、水平輪郭が強調され、ノイズ成
分が低減され、且つ画像表示器９がラスタスキャン速度が変調されることによって、画像
表示器９において高品位な画像が再現される。
【００４４】
以下に、図２を参照して、補正調整器ＣＡの構成およびその動作について説明する。図２
に示すように、補正調整器ＣＡは垂直時間計測器２１、ジッタ検出器２２、ジッタ量計測
器２３、および画質補正量算出器２４を含む。
垂直時間計測器２１は、同期分離器４から入力される垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに基づいて
映像信号Ｓｖの現フィールドｖの垂直時間を計測して垂直時間信号Ｓｔｆ（ｖ）を生成す
る。
【００４５】
ジッタ検出器２２は、垂直時間計測器２１から入力される垂直時間信号Ｓｔｆ（ｖ）に基
づいて、映像信号Ｓｖがジッタ信号Ｓｖｊと非ジッタ信号Ｓｖｊｎの何れであるかを判断
してジッタ検出信号Ｓｊｄを生成すると共に、映像信号Ｓｖがジッタ信号Ｓｖｊからジッ
タ信号Ｓｖｊに変わったことを示すジッタ遷移信号Ｓｆｆを生成する。
【００４６】
　ジッタ量計測器２３は、垂直時間計測器２１から入力される垂直時間信号Ｓｔｆ（ｖ）
に基づいて、映像信号Ｓｖのジッタ量を検出してジッタ量信号Ｓｄｓｐを生成する。
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　画質補正量算出器２４は、ジッタ検出器２２から入力されるジッタ検出信号Ｓｊｄおよ
びジッタ量計測器２３から入力されるジッタ量信号Ｓｄｓｐに基づいて、信号生成器１１
、水平輪郭強調器１２、およびＮＲ１３の映像信号Ｓｖのジッタ量に応じたそれぞれの適
正補正量を求める。そして、画質補正量算出器２４は、求めた適正補正量に基づいて、Ｒ
ＯＭ１６から読み出した所定補正量ＳＣＡｃを調整して、適正化補正量ＳＣＡｖ（ＳＶＭ
ｖ、ＳＯＥｖ、およびＳＮＲ）を生成する。なお、補正調整器ＣＡはＣＰＵによって構成
しても良いことは言うまでもない。
【００４７】
次に、図９および図１０を参照して、映像信号Ｓｖのジッタ／非ジッタを判別する特徴量
について説明する。図９に、ジッタしていない映像信号Ｓｖ、つまり非ジッタ信号Ｓｖｊ
ｎの特徴量を示す。同図において、左欄にはフィールドＶが示され、中央欄には各フィー
ルドにおける垂直時間Ｓｔｆ（Ｖ）が示され、右欄にはフィールド間垂直時間差△Ｓｔｆ
（Ｖ）が示されている。垂直時間Ｓｔｆ（Ｖ）は、前フィールドの垂直時間Ｓｔｆ（Ｖ－
１）と今フィールドの垂直時間Ｓｔｆ（Ｖ）の差である。
【００４８】
同図に示すように、非ジッタ信号Ｓｖｊｎは、フィールドＶ＝０～ｎ－１（任意の正の整
数）において、フィールド間垂直時間差△Ｓｔｆ（Ｖ）は－１、０、１の範囲内に収まる
。このような非ジッタ信号Ｓｖｊｎは、カラーバースト信号の周波数と、水平周波数およ
び垂直周波数とは同期しており、標準信号と呼ばれる。
【００４９】
カラーバースト信号の４逓倍（４Ｆｓｃ）のクロックで、水平および垂直それぞれの周期
を計測すると、水平周期は９１０ＣＬＫに、垂直周期は９１０ＣＬＫ×２６２．５＝２３
８８７５となる。それぞれの値を１６進法で標記すると、水平周期は３８ｅ水平カウンタ
値で表され、垂直周期は３ａ５１ｂ垂直カウンタ値で表される。本実施形態において垂直
期間を計測するクロックは、バーストにロックした４Ｆｓｃクロックであり、水平同期に
ロックしているのではないので、±１ＣＬＫ以下の計測誤差が生じ得る。それゆえ、前フ
ィールドとの垂直時間Ｓｔｆ（Ｖ）の差、つまりフィールド間垂直時間差△Ｓｔｆ（Ｖ）
は、±２ＣＬＫ以下になる。
【００５０】
　しかしながら、水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよび垂直同期信号Ｖｓｙｎｃは安定したバー
スト信号からカウントダウンして作成されているので、フィールド間垂直時間差△Ｓｔｆ
（Ｖ）が実際に±２ＣＬＫになる確率はほぼゼロである。この事実に基づき、フィールド
間垂直時間差△Ｓｔｆ（Ｖ）が±１以下を、映像信号Ｓｖを非ジッタ信号Ｓｖｊｎと判定
する。また、標準信号ではないが、その水平周期および垂直周期が一定の信号は、標準信
号（非ジッタ信号Ｓｖｊｎ）と見なして差し支えない。
【００５１】
図１０に、ジッタしている映像信号Ｓｖ、つまりジッタ信号Ｓｖｊの特徴量を示す。図９
に示した非ジッタ信号Ｓｖｊｎの場合と違って、ジッタ信号Ｓｖｊは、フィールドｖ＝０
～ｎ－１において、フィールド間垂直時間差△Ｓｔｆ（Ｖ）は－１５～１６の範囲でばら
ついている。ジッタ信号Ｓｖｊは、例えばアナログビデオテープレコーダから出力される
映像信号である。この場合、アナログビデオテープレコーダの構成よりその出力映像信号
からジッタを完全になくすことは非常に困難である。
【００５２】
図１０に示す如く、ジッタ信号Ｓｖｊにおいては、フィールドＶ間の周期変動は継続的に
ばらついている。このばらつき量ｄｓｐを計測、例えば、その分散を計算すれば、ジッタ
量を正確に検出できる。画質補正量の調整とは、水平系の画質を補正することでもあるの
で、本来は水平レートでジッタ量を計測するのが直接的であるが、以下に代表的に列挙さ
れる困難がある。
【００５３】
先ず、かなりの高クロックで時間計測する必要がある。次に、計算量が膨大である。さら
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に、水平周期は短いので、測定精度を確保するのが非常に難しい。
このような困難さを鑑みて、本発明においては、ジッタ信号Ｓｖｊのジッタ成分が積分さ
れた結果である垂直のジッタ量に基づいてジッタ測定を行う。なお、垂直のジッタ量に基
づいてジッタ測定を行う場合には、現フィールドと前フィールドが同一周期になる場合や
、１垂直期間で積分すればジッタが相殺されることが懸念される。
【００５４】
しかしながら、現実上、アナログビデオテープレコーダにおいては、映像信号Ｓｖの現フ
ィールドと前フィールドが同一周期になる確率は現実的にほぼ０に等しく、ジッタ量が多
い場合は前フィールドとのジッタ量の差が大きくなるという事実がある。これらの事実に
基づいて、本発明においては、垂直のジッタ量に基づいて正確なジッタ測定を可能にして
いる。以下に、図３～図７を参照して、ジッタ測定方法を具体的に説明する。
【００５５】
図３に示すメインフローチャートを参照して、本発明の実施形態にかかる補正調整器ＣＡ
の主な動作について説明する。画質補正装置ＩＱＣｐが組み込まれたテレビジョンセット
の動作が開始すると、
ステップ＃１００において、先ず補正調整器ＣＡの初期化が行われる。つまり、ジッタ検
出器２２において生成されるジッタ検出信号Ｓｊｄに対応するジッタ認定フラグｅｘ＿ｊ
ｉｔｔｅｒが０にセットされると共に、ジッタ遷移信号Ｓｆｆに対応するｆｉｒｓｔ＿ｆ
ｌａｇが１にセットされ、さらに現フィールドＶに相当する変数であるフィールドｖが０
にセットされ、ジッタ量信号Ｄｓｐに対応する変数であるジッタ量ｄｓｐが０にセットさ
れる。
【００５６】
なお、ジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒが０であれば映像信号Ｓｖは非ジッタ信号Ｓ
ｖｊｎであることを示し、１であれば映像信号Ｓｖはジッタ信号Ｓｖｊであることを示す
。ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇが０であれば同一の映像信号Ｓｖに対して補正調整が継続して行
われていることを示し、１であれば同一の映像信号Ｓｖに対して補正調整が未だ開始され
ていないことを示す。
【００５７】
このように、画質補正装置ＩＱＣｐ（補正調整器ＣＡ）の動作開始時においては、映像信
号Ｓｖはジッタしていないものと扱われる。それゆえ、当然、画質補正調整も開始されて
いない（ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇ＝１）。そして、処理は次のステップ＃２００に進む。
【００５８】
ステップ＃２００において、映像信号Ｓｖの垂直時間を求める垂直平均時間算出サブルー
チンが実行される。なお、垂直平均時間算出サブルーチンは、垂直時間計測器２１によっ
て実行される処理であって、その詳細については、後ほど図４を参照して説明する。そし
て、処理は次のステップ＃７００に進む。
【００５９】
ステップ＃７００において、映像信号Ｓｖのジッタ量が算出される。なお、本ステップに
おけるジッタ量算出サブルーチンは、ジッタ量計測器２３によって実行される処理であっ
て、その詳細については、図７を参照して後ほど説明する。そして、処理は次のステップ
＃３００に進む。
【００６０】
ステップ＃３００において、ジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒが１、つまり映像信号
Ｓｖがジッタ信号Ｓｖｊであると認定されているか否かが判断される。そしてＮｏ、つま
り映像信号Ｓｖがジッタしていないと判断される場合は、処理は次の＃４００に進む。
【００６１】
　ステップ＃４００において、映像信号Ｓｖがジッタしていない状態（ステップ＃３００
でＮＯ）からジッタしている状態になったことを確認するジッタ認定サブルーチンが実行
される。つまり、本ステップにおけるジッタ認定サブルーチンは、映像信号Ｓｖが本当に
ジッタ信号Ｓｖｊであることを認定する役割を担っている。なお、ジッタ認定サブルーチ
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ンはジッタ検出器２２によって実行される処理であって、その詳細については、後ほど図
５を参照して説明する。そして、処理は、上述のステップ＃２００に戻り垂直平均時間算
出サブルーチンが実行される。
【００６２】
一方、ステップ＃３００においてＹｅｓ、映像信号Ｓｖがジッタ信号Ｓｖｊであると認定
されている場合は、処理はステップ＃５００に進む。
ステップ＃５００において、映像信号Ｓｖがジッタしている状態（ステップ＃３００でＹ
ｅｓ）からジッタしていない態になったことを確認する非ジッタ認定サブルーチンが実行
される。
【００６３】
つまり、本ステップにおける非ジッタ認定サブルーチンは、＃４００のジッタ認定サブル
ーチンによって一旦ジッタ信号Ｓｖｊであると認定された映像信号Ｓｖが非ジッタ信号Ｓ
ｖｊｎに変化していないかを監視し、認定する役割を担っている。なお、非ジッタ認定サ
ブルーチンはジッタ検出器２２によって実行される処理であって、その詳細については図
６を参照して後ほど説明する。そして、処理は、次のステップ＃８００に進む。
【００６４】
ステップ＃８００においては、ＲＯＭ１６から読み出された所定補正量ＳＣＡｃを、ジッ
タ量計測器２３から入力されるジッタ量信号Ｓｄｓｐおよびジッタ検出器２２から出力さ
れるジッタ遷移信号Ｓｆｆに基づいて、入力されている映像信号Ｓｖのジッタ状態に応じ
て適正な画質補正調整量を算出する。なお、本ステップにおける画質補正調整量算出サブ
ルーチンは、画質補正量算出器２４によって実行される処理であって、その詳細について
は図８を参照して後ほど説明する。そして、処理は次のステップ＃９００に進む。
【００６５】
ステップ＃９００においては、映像信号Ｓｖに対して適用すべき画質補正量が算出される
。なお、本ステップにおける画質補正量算出サブルーチンは、画質補正量算出器２４によ
って実行される処理であって、その詳細については図３を参照して後ほど説明する。そし
て処理は次のステップ＃１０００に進む。
【００６６】
ステップ＃１０００において、ＲＯＭ１６から読み出された所定補正量ＳＣＡｃをステッ
プ＃９００で求めた画質補正量になるように調整して、適正化補正量ＳＣＡｖを生成する
。なお、適正化補正量ＳＣＡｖは、適正化ノイズ低減補正量ＳＮＲｖ、適正化水平輪郭強
調補正量ＳＯＥｖ、および適正化スキャン速度補正量ＳＶＭｖからなる。そして、処理は
上述のステップ＃２００に戻る。
【００６７】
＜＃２００＞
以下に、図４を参照して上述のステップ＃２００における垂直平均時間算出サブルーチン
について説明する。
【００６８】
ステップ＃１００における初期化処理において、フィールドｖが０に、ジッタ量ｄｓｐが
０に、ジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒが０に、ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇが１にセット
されたのちに、
ステップＳ２０１において、フィールドｖが０であるか否かが判断される。Ｙｅｓの場合
、処理はステップＳ２０２に進む。
【００６９】
ステップＳ２０２において、垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）をフィールド毎の累積値を示す変数で
ある累積垂直時間Ｓｔｆ＿ｓｕｍが０にセットされる。これは、つまり映像信号Ｓｖに対
する最初の垂直平均時間算出処理（ステップＳ２０１でＹｅｓ）であるからである。そし
て、処理はステップＳ２０４に進む。
【００７０】
一方、ステップＳ２０１においてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖの２番目以降のフィールドに
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対して垂直平均時間算出処理を行う場合には、上述のステップＳ２０２をスキップして、
処理はステップＳ２０４に進む。
【００７１】
ステップＳ２０４において、フィールドｖが所定の値を有するｌｏｏｐより小さいか否か
が判断される。Ｙｅｓ、つまり小さいと判断される場合には、処理はステップＳ２０６に
進む。
【００７２】
　ステップＳ２０６において現フィールドの垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）が取得される。そして
、処理は次のステップＳ２０８に進む。
【００７３】
ステップＳ２０８において、変数Ｓｔｆ＿ｓｕｍがステップＳ２０６で取得さられた垂直
期間Ｓｔｆ（ｖ）だけインクリメントされる。そして、本サブルーチンを終了する。
【００７４】
一方、ステップＳ２０４においてＮｏ、つまりフィールドｖがｌｏｏｐと同一であると判
断される場合には、処理はステップＳ２１２に進む。
【００７５】
ステップＳ２１２において、ｌｏｏｐに相当するフィールドｖ分の垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）
である累積垂直時間Ｓｔｆ＿ｓｕｍをｌｏｏｐで除算して平均垂直時間Ｓｔｆ＿ａｖｅが
算出される。そして、本サブルーチンを終了して、処理はステップ＃７００のジッタ量算
出サブルーチンに進む。
【００７６】
＜＃７００＞
　次に、図７を参照して上述のステップ＃７００におけるジッタ量算出サブルーチンにつ
いて説明する。上述のステップ＃２００の垂直平均時間算出サブルーチンにおいて平均垂
直時間Ｓｔｆ＿ａｖｅが算出された後に、本ステップにおけるサブルーチンの実行が開始
される。
【００７７】
ステップＳ７０４において、フィールドｖが０であるか否かが判断される。Ｎｏ、つまり
フィールドｖが映像信号Ｓｖの画質補正調整処理を受ける最初のフィールドでないと判断
される場合、処理はステップＳ７０８に進む。
ステップＳ７０８において、垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）算出用の変数であるＳｔｆ＿ｂｕｆｆ
を０にセットする。そして処理は、ステップＳ７１０に進む。
【００７８】
一方、ステップＳ７０４においてＹｅｓ、つまりフィールドｖが映像信号Ｓｖの画質補正
調整処理を受ける最初のフィールドであると判断される場合には、処理はステップＳ７１
０に進む。
【００７９】
ステップＳ７１０において、現フィールドの垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）が取得される。そして
処理は、ステップＳ７１２に進む。
【００８０】
ステップＳ７１２において、フィールドｖがｌｏｏｐより小さいか否かが判断される。Ｙ
ｅｓ、つまりフィールドｖがｌｏｏｐより小さいと判断される場合、処理はステップＳ７
１４に進む。
【００８１】
ステップＳ７１４において、変数Ｓｔｆ＿ｂｕｆｆが（Ｓｔｆ（ｊ）－Ｓｔｆ＿ａｖｅ）
2 だけインクリメントされる。そして、処理は次のステップＳ７１６に進む。
ステップＳ７１６において、フィールドｖが１だけインクリメントされる。そして、本サ
ブルーチンを終了して、処理はステップ＃３００に進む。
【００８２】
一方、ステップＳ７１２においてＮｏ、つまりフィールドｖがｌｏｏｐと同一であると判
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断される場合に、処理はステップＳ７１８に進む。
【００８３】
ステップＳ７１８において、Ｓｔｆ＿ｂｕｆｆ1/2 がジッタ量ｄｓｐにセットされる。そ
して、処理は次のステップＳ７２０に進む。
【００８４】
ステップＳ７２０において、フィールドｖが０にセットされる。そして、本サブルーチン
を終了して、処理はステップ＃３００に進む。
【００８５】
＜＃４００＞
次に、図５を参照して、ステップ＃４００におけるジッタ認定サブルーチンについて説明
する。上述のステップ＃３００においてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖは非ジッタ信号である
と判断された後に、本サブルーチンの処理が開始される。
先ず、ステップＳ４０２において、現フィールドの垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）が取得される。
そして、処理は次のステップＳ４０４に進む。
【００８６】
ステップＳ４０４において、現フィールドの垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）から前フィールドの垂
直時間Ｓｔｆ（ｖ－１）を減算して、連続する２フィールド間の垂直時間差を示す変数で
あるフィールド間時間差ｔｍｐを算出する。そして、処理は次のステップＳ４０６に進む
。
【００８７】
ステップＳ４０６において、フィールド間時間差ｔｍｐの絶対値ａｂｓ（ｔｍｐ）が１よ
り大きいか否かが判断される。なお、ジッタ信号のフィールド間時間差ｔｍｐの絶対値ａ
ｂｓ（ｔｍｐ）が１より大きくなる傾向が大である事実に基づいて、映像信号Ｓｖがジッ
タしているか否かの判定を行う。判断結果がＹｅｓ、つまり映像信号Ｓｖがジッタ信号で
あると判定される場合には、処理はステップＳ４０８に進む。
【００８８】
ステップＳ４０８において、ジッタ判定カウンタＣｅｊを１だけインクリメントする。そ
して、処理は次のステップＳ４１０に進む。なお、映像信号Ｓｖがジッタ信号でなくても
、伝送路や装置における種々の要素によって一時的にフィールド間時間差ｔｍｐの絶対値
絶対値ａｂｓ（ｔｍｐ）が大きく検出されて、ステップＳ４０６においてジッタしている
と誤判定されてしまう場合が生じる。ジッタ判定カウンタＣｅｊは、このような誤判定を
防止するために、ステップＳ４０６によるジッタ信号判定の回数を検出するために設けら
れているものである。
【００８９】
ステップＳ４１０において、ジッタ判定カウンタＣｅｊがジッタ認定基準回数Ｔｅｊと同
一であるか否かが判断される。ジッタ認定基準回数Ｔｅｊは、ステップＳ４０６における
誤判定を避けるために、所定の回数だけ連続してジッタしていると判定された場合に初め
て、映像信号Ｓｖがジッタ信号Ｓｖｊであると認定するための閾値である。
【００９０】
つまり、ステップＳ４０６において判定基準回数Ｔｅｊだけ、映像信号Ｓｖはジッタして
いると判定された場合に初めて、ジッタ信号Ｓｖｊと認定される。判定基準回数Ｔｅｊは
、３以上の任意の値を設定できる。判定基準回数Ｔｅｊの値が大きい程認定精度は向上す
るが、通常５程度で十分実用レベルの認定精度を確保できる。本ステップにおいてＮｏ、
つまり映像信号Ｓｖがジッタ信号Ｓｖｊであると認定されない場合は本サブルーチンを終
了して、処理は上述のステップ＃２００に戻る。
【００９１】
一方、本ステップＳ４１０においてＹｅｓ、つまり映像信号Ｓｖはジッタ信号であると判
定された場合、処理は次のステップＳ４１２に進む。
ステップＳ４１２において、ジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒが１にセットされる。
そして本サブルーチンを終了して、処理は上述のステップ＃２００に戻る。
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【００９２】
また、上述のステップＳ４０６においてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖがジッタしていないと
判定される場合は、処理はステップＳ４１４に進む。
ステップＳ４１４において、判定カウンタＣｅｊはゼロにセットされる。そして、本サブ
ルーチンを終了して、処理は上述のステップ＃２００に戻る。
【００９３】
上記の如く各ステップ毎の動作について説明した本サブルーチンの動作について、以下に
映像信号Ｓｖの状態に基づいて具体的に説明する。
補正調整器ＣＡの起動時においては、映像信号Ｓｖは非ジッタ信号であると想定されてい
る（＃１００）ので、処理はステップ＃２００および＃３００を経てステップ＃４００に
進む。そして、ステップＳ４０２およびＳ４０４を経て、ステップＳ４０６で映像信号Ｓ
ｖがジッタしているか判定される。
【００９４】
ジッタ信号と判定されれば、ステップＳ４０８、Ｓ４１０を経て、またステップ＃２００
、＃３００、およびステップＳ４０２～Ｓ４０８を経て、ステップＳ４１０でジッタ信号
Ｓｖｊと認定された後にステップＳ４１２においてジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒ
が１にセットした後に、処理はステップ＃２００に戻る。そして、ステップ＃２００を経
て、ステップ＃３００においてＹｅｓ、つまりジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒ＝１
であると判定されて処理はステップ＃５００に進む。
【００９５】
＜＃５００＞
次に、図６を参照して上述のステップ＃５００における非ジッタ認定サブルーチンについ
て説明する。上述のステップ＃３００においてＹｅｓ、つまりステップ＃４００のジッタ
認定サブルーチンによってジッタ信号Ｓｖｊが認定された後に本ステップにおけるサブル
ーチンの実行が開始される。
【００９６】
ステップＳ５０２において、画質補正装置ＩＱＣｐに入力されている映像信号Ｓｖが途切
れているか否かを判断する。映像信号Ｓｖの途切れは、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ或いは垂
直同期信号Ｖｓｙｎｃの入力が無くなった状態、若しくは画質補正装置ＩＱＣｐに連動し
て設けられた映像信号切替ボタン等によって、映像信号Ｓｖから別の映像信号に切り替え
られた様態をもって判断される。Ｎｏ、つまり映像信号Ｓｖが継続して入力されていると
判断される場合、処理ステップＳ５０４に進む。
【００９７】
ステップＳ５０４において、現フィールドの垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）が取得される。そして
、処理は次のステップＳ５０６に進む。
【００９８】
ステップＳ５０６において、フィールド間時間差ｔｍｐを算出する。そして、処理は次の
ステップＳ５０８に進む。
【００９９】
ステップＳ５０８において、フィールド間時間差ｔｍｐの絶対値ａｂｓ（ｔｍｐ）が１以
下か否かが判断される。Ｙｅｓ、つまり映像信号Ｓｖが非ジッタ信号であると判定される
場合には、処理はステップＳ５１０に進む。
【０１００】
ステップＳ５１０において、非ジッタ判定カウンタＣｎｊを１だけインクリメントする。
そして、処理は次のステップＳ５１２に進む。なお、映像信号Ｓｖがジッタ信号であって
も、伝送路や装置における種々の要素によって一時的にフィールド間時間差ｔｍｐの絶対
値が小さく検出されて、ステップＳ５０８においてジッタ信号でないと誤判定されてしま
う場合が生じる。非ジッタ判定カウンタＣｎｊは、このような誤判定を防止するために、
ステップＳ５０８による非ジッタ信号判定の回数を検出するために設けられている。
【０１０１】
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ステップＳ５１２において、非ジッタ判定カウンタＣｎｊが非ジッタ認定基準回数Ｔｎｊ
と同一であるか否かが判断される。非ジッタ認定基準回数Ｔｎｊは、ステップＳ５１０に
おける誤判定を避けるために、所定の回数だけ連続して非ジッタ信号と判定された場合に
初めて、映像信号Ｓｖが非ジッタ信号であると認定するための閾値である。非ジッタ認定
基準回数Ｔｎｊは、３以上の任意の値を設定できる。非ジッタ認定基準回数Ｔｎｊの値が
大きい程認定精度を向上するが、通常５程度で十分実用レベルの認定精度を確保できる。
【０１０２】
本ステップにおいてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖが非ジッタ信号Ｓｖｊｎであると認定され
ない場合は本サブルーチンを終了する。一方、本ステップにおいてＹｅｓ、つまり映像信
号Ｓｖが非ジッタ信号Ｓｖｊｎであると認定された場合、処理はステップＳ５１４に進む
。
【０１０３】
ステップＳ５１４において、ジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒが０にセットされると
共に、ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇが１にセットされた後、本サブルーチンを終了する。そして
、処理は＃８００の画質補正調整量算出サブルーチンに進む。
【０１０４】
また、上述のステップＳ５０２においてＹｅｓ、つまり映像信号Ｓｖが途切れたと判断さ
れる場合には、処理は前述のステップＳ５０４～Ｓ５１０をスキップして、ステップＳ５
１４に進む。これは、映像信号Ｓｖが途切れていれば、本発明の目的である画質補正自体
不要であるからである。
【０１０５】
さらに、ステップＳ５０８においてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖはジッタ信号であると判定
された場合、処理は次のステップＳ５１６に進む。
ステップＳ５１６において、非ジッタ判定カウンタＣｎｊがゼロにセットされた後、本サ
ブルーチンが終了される。そして、処理は上述のステップ＃８００の画質補正調整量算出
サブルーチンに進む。
【０１０６】
上記の如く各ステップ毎の動作について説明した本サブルーチンの動作について、以下に
映像信号Ｓｖの状態に基づいて具体的に説明する。上述のステップ＃１００～＃４００に
おける処理の後、ジッタ信号Ｓｖｊであると認定された映像信号Ｓｖに関して、ステップ
Ｓ５０２、Ｓ５０４、およびＳ５０６を経て、ステップＳ５０８で映像信号Ｓｖのジッタ
が解消していないか、つまり非ジッタ信号であるか否かが判定される。
【０１０７】
非ジッタ信号と判定されれば、ステップＳ５１０を経てステップＳ５１２で非ジッタ判定
回数Ｃｎｊが非ジッタ認定基準回数Ｔｎｊに到達していなければ、ジッタ認定フラグｅｘ
＿ｊｉｔｔｅｒ＝１の状態でステップ＃８００の非ジッタ認定サブルーチンに進む。そし
て、処理はステップ＃５００、＃８００、＃９００、＃１０００、＃２００、＃７００、
および＃３００を経て、ステップ＃５００に戻る。そして、ジッタ信号Ｓｖｊから非ジッ
タ信号Ｓｖｊｎに変わったと判断（ステップＳ５１２においてＹｅｓ）された後、ステッ
プＳ５１４でジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒ＝０およびｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇ＝１
（ステップＳ５１４）の状態で、処理はステップ＃８００に進む。
【０１０８】
＜＃８００＞
次に、図８を参照して上述のステップ＃８００における画質補正調整量算出サブルーチン
について説明する。＃５００の非ジッタ認定サブルーチンを経て、映像信号Ｓｖのジッタ
状態が検出された後に以下の処理が実行される。
ステップＳ８０２において、ジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒが０であるか否かが判
断される。Ｙｅｓ、つまり＃５００において非ジッタ信号Ｓｖｊｎであると識別されてい
る場合には、処理はステップＳ８０４に進む。
【０１０９】
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ステップＳ８０４において、ステップ＃７００（Ｓ７１８）において求められたジッタ量
ｄｓｐが取得される。そして処理はステップＳ８０６に進む。
ステップＳ８０６において、ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇが０であるか否かが判断される。Ｙｅ
ｓ、現映像信号Ｓｖはジッタ信号Ｓｖｊから非ジッタ信号Ｓｖｊｎに変わったばかりでな
く、継続的に画質補正調整処理を受けている場合には、処理はステップＳ８０７に進む。
【０１１０】
ステップＳ８０７において、前フィールドのジッタであるｄｓｐ＿ｂｕｆｆから現フィー
ルドのジッタ量ｄｓｐを減じてフィールド間ジッタ量差△ｄｓｐが求められる。そして、
処理はステップＳ８０８に進む。
ステップＳ８０８において、フィールド間ジッタ量差△ｄｓｐが０より大きいか否かが判
断される。Ｙｅｓ、つまりジッタ量が大きくなっていると見なされる場合は、処理はステ
ップＳ８１０に進む。
【０１１１】
ステップＳ８１０において、画質補正量を調整するための調整変数ｘが１だけインクリメ
ントされる。そして、処理は次のステップＳ８１１に進む。これは、現在の調整を映像信
号Ｓｖのジッタ変動に対応させるための処理である。つまり、映像信号Ｓｖのジッタが前
フィールドに比べて増大しているので、現在の画質補正調整量ｙでは不適切（調整不足）
であると判断して、調整変数ｘをインクリメントして調整を強化するものである。そして
、処理はステップＳ８１１に進む。
【０１１２】
ステップＳ８１１において、ｄｓｐ＿ｂｕｆｆが現フィールドのジッタ量ｄｓｐとしてセ
ットされる。そして、処理はステップＳ８１１に進む。
ステップＳ８１２において、調整変数ｘ＋１の関数として規定される値ｆ（ｘ＋１）を画
質補正調整量ｙとする。つまり、ＲＯＭ１６から読み出された所定補正量ＳＣＡｃの値を
、ｆ（ｘ＋１）値で調整したものを適正化補正量ＳＣＡｖとして出力する。そして、本サ
ブルーチンを終了して、処理はステップ＃９００に進む。
【０１１３】
なお、上述のステップＳ８０８においてＮｏ、つまり現フィールドにおけるジッタ量が前
フィールドに比べて大きくなっていないと見なされる場合は、処理はステップＳ８１４に
進む。
【０１１４】
ステップＳ８１４において、フィールド間ジッタ量差△ｄｓｐが０であるか否かが判断さ
れる。Ｙｅｓ、つまりフィールド間でジッタ量に変化がないと見なされる場合、処理は上
述のステップＳ８１２に進む。
【０１１５】
ステップＳ８１２において、現在の補正変数ｘで規定される値ｆ（ｘ）をそのまま画質補
正調整量ｙとして求める。つまり、ＲＯＭ１６から読み出された所定補正量ＳＣＡｃの値
を、ｆ（ｘ）値で調整したものを適正化補正量ＳＣＡｖとして出力する。
【０１１６】
　なお、ステップＳ８１４においてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖのジッタが減少傾向にある
場合、処理はステップＳ８１６に進む。
　ステップＳ８１６において、調整変数ｘが１だけデクリメントされる。そして、処理は
ステップＳ８１４に進む。これは、映像信号Ｓｖのジッタが前フィールド時に比べて減少
しているので、現在の画質補正調整量ｙでは不適切（調整過剰）であると判断して、調整
変数ｘをデクリメントして補正調整を弱めるものである。
【０１１７】
ステップＳ８１２において、補正変数ｘ－１の関数として規定される値ｆ（ｘ－１）を画
質補正調整量ｙとする。つまり、ＲＯＭ１６から読み出された所定補正量ＳＣＡｃの値を
、ｆ（ｘ－１）値で調整したものを適正化補正量ＳＣＡｖとして出力する。
【０１１８】
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一方、上述のステップＳ８０６においてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖは非ジッタ信号Ｓｖｊ
ｎからジッタ信号Ｓｖｊに変わったと認定されて、補正調整が初めて開始される場合、処
理はステップＳ８１８に進む。
【０１１９】
ステップＳ８１８において、調整変数ｘとしてジッタ量ｄｓｐが設定されると共に、ｆｉ
ｒｓｔ＿ｆｌａｇが０に設定される。これは、ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇが０でない（Ｓ８０
６）ので、映像信号Ｓｖに対して初めて補正調整を開始するに当たって、基準となる調整
変数ｘにその時点のジッタ量ｄｓｐを設置することによって、最初に設定する画質補正調
整量ｙを適正なものにするものである。そして、ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇを０に設定し直し
て、以降の調整はジッタ量ｄｓｐで規定される調整変数ｘを基準として画質補正調整量ｙ
を調整する（Ｓ８１０、Ｓ８１６、およびＳ８１２）ものである。
【０１２０】
さらに、上述のステップＳ８０２においてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖは非ジッタであると
認定されている場合は、処理はステップＳ８２０に進む。
ステップＳ８２０において、画質補正調整量ｙを１に設定する。つまりＲＯＭ１６から読
み出された所定補正量ＳＣＡｃの値をそのまま適正化補正量ＳＣＡｖとして出力する。
【０１２１】
次に、図１１および図１２を参照して、画質補正調整方法を具体的に説明する。画質補正
は２つのカテゴリーに大別できる。第１は、輝度変化のある部分（エッジを強調すること
で再生画像の先鋭度を上げる作用を有するもの。輪郭補正、速度変調などが含まれる。第
２は、輝度変化のごく小さいところやランダムな高周波成分を取り除くことで再生画像を
落ち着かせる作用を有するもの。ＮＲ（ノイズリダクション）、コアリングなどが含まれ
る。
【０１２２】
画質補正は再生画像をより良くするが、映像信号がジッタしている場合には、これらの補
正をジッタしていない信号と同様に一律に適応すれば、画質改善されないばかりかかえっ
て悪化させてしまう。そこで、本発明においては、映像信号Ｓｖがジッタしているか否か
、つまりジッタ信号Ｓｖｊか非ジッタ信号Ｓｖｊｎであるかを認定して、認定結果に応じ
て自動的に画質補正量を調整（制御）するものである。
【０１２３】
しかしながら、画質の善し悪しの判断は、視聴者にゆだねられる部分も大きい。そこで、
視聴者による画質調整（制御）幅を確保するために、図１１および図１２に示す次の二つ
の方法が用意される。両図において、縦軸は画質補正量ＳＣＡを示し、横軸は視聴者によ
る調整（制御）が基づくジッタ量の絶対値を示し、実線は画質補正量ＳＣＡ（ＳＮＲ、Ｓ
ＯＥ、およびＳＶＭ）を示し、点線は適正化ノイズ低減補正量ＳＮＲｖを示し、一点鎖線
は適正化水平輪郭強調補正量ＳＯＥｖおよび映像信号Ｓｖｍを示す。
【０１２４】
図１１においては、画質補正の基本量である所定補正量ＳＣＡｃ（ＳＮＲｃ、ＳＯＥｃ、
およびＳＶＭｃ）の傾きをジッタ量に応じて調整する方法が例示されている。そして、適
正化ノイズ低減補正量ＳＮＲｖ（点線）は、ノイズ低減補正量ＳＮＲｃをノイズ量に応じ
て正側に調整して得られる。一方、適正化水平輪郭強調補正量ＳＯＥｖおよび適正化スキ
ャン速度補正量ＳＶＭｖは、水平輪郭強調補正量ＳＯＥｃおよびスキャン速度補正量ＳＶ
Ｍｃをそれぞれノイズ量に応じて負側に調整して得られる。この場合、視聴者は自分の好
みに応じて、調整された傾きをさらに調整できる。
【０１２５】
図１２においては、画質補正の基本量である所定補正量ＳＣＡｃ（ＳＮＲｃ、ＳＯＥｃ、
およびＳＶＭｃ）を一律増減させて調整する方法が例示されている。図１１に例示した方
法と同様に、適正化ノイズ低減補正量ＳＮＲｖ（点線）は、ノイズ量に応じて正側に調整
される。一方、適正化水平輪郭強調補正量ＳＯＥｖおよび適正化スキャン速度補正量ＳＶ
Ｍｖは、ノイズ量に応じて負側に調整される。この場合、視聴者は自分の好みに応じて、
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一律に調整されたをさらに増減して調整できる。
【０１２６】
＜＃９００＞
図１３を参照して、ステップ＃９００の画質補正量算出サブルーチンの考え方を説明する
。同図において、縦軸は画質補正量ｙ＝ｆ（ｘ）、横軸はジッタ量ｄｓｐ、そして実線は
ジッタ量ｄｓｐと画質補正量ｆ（ｘ）の関係を示すが、直線である必要はなく所定の曲率
で規定される曲線であっても良い。同図は、図１３に示した基本補正量に対して傾きを調
整する方法の例である。
【０１２７】
＜＃１０００＞
図１４を参照して、ステップ＃１０００の画質補正パラメータ生成サブルーチンにおける
考え方を説明する。同図において、縦軸は補正量ＳＣＡ（ＳＮＲ、ＳＯＥ、およびＳＶＭ
）、横軸はジッタ量ｄｓｐ、点線は適正化ノイズ低減補正量ＳＮＲｖ、そして一点鎖線は
適正化水平輪郭強調補正量ＳＯＥｖおよび適正化スキャン速度補正量ＳＶＭｖを示す。
【０１２８】
上述のように適正化ノイズ低減補正量ＳＮＲｖは、ジッタに応じて正側に調整されるとも
に、その値はノイズ低減補正量ＳＮＲｃに画質補正調整量ｙ＝ｆ（ｘ）を乗じて求める。
適正化水平輪郭強調補正量ＳＯＥｖおよび適正化スキャン速度補正量ＳＶＭｖは共に、ジ
ッタに応じて負側に調整されると共に、それらの値はそれぞれ水平輪郭強調補正量ＳＯＥ
ｃおよび適正化スキャン速度補正量ＳＶＭｖに画質補正調整量ｙ＝ｆ（ｘ）を乗じて求め
る。
【０１２９】
（変形例）
以下に、図１５～図２１を参照して、本発明の実施形態にかかる補正調整器ＣＡの変形例
について説明する。本変形例にかかる補正調整器ＣＡの構成は図２に示したのと同じ構成
を有しているが、その動作が異なる。
先ず、図１５に示すメインフローチャートを参照して、本変形例にかかる補正調整器ＣＡ
の主な動作について説明する。本変形例においては、主に実施形態におけるステップ＃２
００の垂直平均時間サブルーチン、ステップ＃７００のジッタ量算出サブルーチン、およ
びステップ＃８００の画質補正調整量算出サブルーチンを簡易化された手法で実現するも
のである。そのため、図３に示すステップ＃１００、＃２００、＃４００、＃５００、＃
９００が、図１５に示すように本変形例においては、それぞれ＃１００Ｒ、Ｓ２０６Ｒ、
＃４００Ｒ、＃５００Ｒ、および＃９００Ｒに置き換えられている。また、本変形例にお
いては、実施形態における＃７００は削除されている。
【０１３０】
さらに、実施形態におけるステップ＃８００の画質調整量算出サブルーチンとステップ＃
９００の画質補正量算出サブルーチンは、本変形例においては、ステップ＃１１００の画
質調整量算出／画質補正量算出サブルーチンに置き換えられている。
【０１３１】
以下、図１５を参照して、本実施形態にかかる補正調整器ＣＡの主な動作を簡単に説明し
た後、図１１、図１２、および図１３を参照して個々のステップにおける動作について説
明する。
画質補正装置ＩＱＣｐが組み込まれたテレビジョンセットの動作が開始すると、
ステップ＃１００Ｒにおいて、先ず補正調整器ＣＡの初期化が行われる。つまり、ジッタ
認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒが０にセットされると共に、ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇが１に
セットされ、フィールドｖが０にセットされ、画質補正調整量ｙが１にセットされる。
【０１３２】
このように、画質補正装置ＩＱＣｐ（補正調整器ＣＡ）の動作開始時においては、実施形
態におけるのと同様に、映像信号Ｓｖはジッタしていなく、画質補正調整も開始されてい
ないものとして扱われる。ただし、ＲＯＭ１６から読み出された所定補正量ＳＣＡｃをそ
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のまま適正化補正量ＳＣＡｖとして設定（画質補正調整量ｙ＝１）される。そして、処理
は次のステップＳ２０６に進む。
【０１３３】
ステップＳ２０６において、前述のＳ２０６と同様に垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）が取得される
。そして、処理はステップ＃３００において、映像信号Ｓｖがジッタ信号Ｓｖｊであると
認定されていないと判断される場合、処理は次の＃４００Ｒに進む。ジッタ信号Ｓｖｊで
あると認定されている場合、処理はステップ＃５００Ｒに進む。
【０１３４】
図１６にステップ＃４００Ｒの詳細フローチャートを示す。本実施形態にかかるサブルー
チンは、垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）を取得するステップＳ４０２が削除されている点を除いて
は、図５を参照して既に説明した実施形態におけるジッタ認識サブルーチンと同様である
ので説明を省く。
【０１３５】
図１７にステップ＃５００Ｒの詳細フローチャートを示す。本実施形態にかかるサブルー
チンは、垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）を取得するステップＳ５０４が削除されている点を除いて
は、図６を参照して既に説明したジッタ認識サブルーチンと同様であるので、説明を省く
。
【０１３６】
＜＃１１００＞
　以下に、図２０および図２１を参照して、ステップ＃１１００におけるジッタ量算出／
画質補正調整量算出サブルーチンにおける処理の概念を説明する。
　同処理は、上述の本発明の実施形態にかかるジッタ量ｄｓｐおよび補正量の計算はコン
ピュータに対する負荷が大きいので、その代替策として提案されるものである。両図にお
いて、縦軸は度数を示し、そして横軸はスタックを示している。スタック（ｓｔｋ）とは
、前フィールド（ｖ－１）と現フィールド（ｖ）との垂直時間差（ＣＬＫ数差）△Ｔｆで
あるが、フィールド間垂直時間差△Ｓｔｆ（ｖ）であっても差し支えない。
【０１３７】
本例においては、フィールド間時間差△Ｔｆが０－１、２－４、５－７、８－１０、１１
－１３、１４－１６、１７ー１９、そして２０以上である８つのスタックＳｔｋが用意さ
れているが、スタックＳｔｋの数およびフィールド間時間差△Ｔｆは補正調整効果を考慮
して適宜決定する。それぞれのスタックＳｔｋはフィールド間時間差△Ｔｆの値に応じて
、１、２、３、４、５、６、７、および８のスタック番号（Ｓｔｋ　Ｎｏ．）が与えられ
ている。以降、各スタックはｓｔｋ（ｋ）として識別する。なお、ｋはスタック番号を表
す変数である。
【０１３８】
　本変形例においては、ジッタ量算出／画質補正調整量算出は以下の段階を経て求められ
る。先ず、所定補正量ＳＣＡｃを変化させたい段階と同数のスタックＳｔｋ（ｋ）を準備
する。次に、フィールド間時間差△Ｔｆｇの値に対応するスタックＳｔｋ（ｋ）に、その
出現度数を積んで、ジッタ量のヒストグラムを求める。ｎフィールド中で出現度数が閾値
ｔｈ＿Ａを超えたスタックの内、フィールド間時間差△Ｔｆｇが最大のものを選択し、Ｒ
ＯＭテーブルから補正値を与える。なお、補正結果が滑らかになるように、スタックＳｔ
ｋおよび調整値を適切に設定する。
【０１３９】
これを図２１を参照して説明すると、閾値ｔｈ＿Ａを超えているのはＳｔｋ（４）、Ｓｔ
ｋ（５）、およびＳｔｋ（７）である。これら３つのスタックＳｔｋのうちフィールド間
時間差△Ｔｆが最大であるのでＳｔｋ（７）に対する補正値がＲＯＭテーブルから読み出
される。
【０１４０】
図１８および図１９を参照して、＃１１００のジッタ量算出／画質補正調整量算出サブル
ーチンについて説明する。
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先ず、ステップＳ２において、フィールドｖが０であるか否かが判断される。Ｙｅｓ、つ
まり映像信号Ｓｖの最初のフィールドであると判断された場合には、処理はステップＳ４
に進む。
【０１４１】
ステップＳ４において、スタック番号を表す変数であるｋが０にセットされる。そして、
処理は次のステップＳ６に進む。
ステップＳ６において、ｋが１だけインクリメントされる。そして、処理は次のステップ
Ｓ８に進む。
ステップＳ８において、ｓｔｋ（ｋ）が０にセットされる。そして、処理は次のステップ
Ｓ１０に進む。
【０１４２】
ステップＳ１０において、ｋがｎより小さいか否かが判断される。Ｙｅｓと判断される場
合は、処理はステップＳ６に戻る。そして、ステップＳ８を経て、ｋ＝ｎと判断されるま
で、ステップＳ６、Ｓ８、およびＳ１０のループ処理を繰り返す。一方、本ステップにお
いてＮｏと判断される場合は、処理は、上述のループを抜け出して次のステップＳ１２に
進む。
【０１４３】
一方、ステップＳ２においてＮｏ、つまり映像信号Ｓｖに対して継続的に処理されている
と判断される場合は、上述のステップＳ４～Ｓ１０をスキップして、処理はステップＳ１
２に進む。
【０１４４】
ステップＳ１２おいては、フィールドｖがｌｏｏｐより小さいか否かが判断される。Ｙｅ
ｓの場合、処理はステップＳ１４に進む。
ステップＳ１４において、現フィールドの垂直時間Ｓｔｆ（ｖ）から前フィールドの垂直
時間Ｓｔｆ（ｖ－１）を減じたものをｄｉｆにセットする。ｄｉｆは、図２０および図２
１に示したフィールド間時間差△Ｔｆに相当する。そして、処理はステップＳ１６に進む
。
【０１４５】
ステップＳ１６においては、ｄｉｆが０以上且つｔｈ（０）より小さいか否かが判断され
る。Ｙｅｓの場合は、処理はステップＳ１８に進む。
ステップＳ１８においては、ｓｔｋ（０）が１だけインクリメントされる。このステップ
を繰り返すことで、スタックＳｔｋ（０）における度数が求めれる。そして処理はステッ
プＳ３０に進む。
【０１４６】
一方、ステップＳ１６においてＮｏの場合には、処理は次のスタックＳｔｋ（１）の度数
を調べるステップＳ２０に進む。
ステップＳ２０においては、ｄｉｆがｔｈ（０）以上且つｔｈ（１）より小さいか否かが
判断される。Ｙｅｓの場合は、処理はステップＳ２２に進む。
ステップＳ２２においては、ｓｔｋ（１）が１だけインクリメントされる。このステップ
を繰り返すことで、スタックＳｔｋ（１）における度数が求めれる。そして処理はステッ
プＳ３０に進む。
【０１４７】
一方、ステップＳ２０においてＮｏの場合には、処理はスタックＳｔｋ（ｎ－１）の度数
を調べるステップＳ２４に進む。
ステップＳ２４においては、ｄｉｆがｔｈ（ｎ－１）であるか否かが判断される。Ｙｅｓ
の場合、処理はステップＳ２６に進む。
ステップＳ２６においては、ｓｔｋ（ｎ－１）が１だけインクリメントされる。そして処
理はステップＳ３０に進む。
【０１４８】
一方、ステップＳ２４においてＮｏの場合には、処理は次のスタックＳｔｋ（ｎ）の度数
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を調べるステップＳ２８に進む。
ステップＳ２８においては、ｓｔｋ（ｎ）が１だけインクリメントされる。そして処理は
ステップＳ３０に進む。なお、図１８においては紙面の都合上、ｎが４の場合を示してい
るが、より滑らかな補正調整効果を得るために適切に決められる任意の数であることは上
述の通りである。なお、ステップＳ１８、Ｓ２２、Ｓ２６、およびＳ２８を経て、ジッタ
量のヒストグラムが求められる。
【０１４９】
さらに、上述のステップＳ１２においてＮｏ、つまりｖがｌｏｏｐに等しいと判断された
場合、処理はステップＳ３２に進む。
ステップＳ３２において、ジッタ認定フラグｅｘ＿ｊｉｔｔｅｒが０であるのか否かが判
断される。Ｎｏ、つまり映像信号Ｓｖはジッタ信号Ｓｖｊであると認定されている場合、
処理はステップＳ３４に進む。
【０１５０】
ステップＳ３４においてａｄｊ＿ｔｍｐが０にセットされる。そして、処理は次のステッ
プＳ３６に進む。
ステップＳ３６において、ｋが０にセットされる。そして、処理は次のステップＳ３８に
進む。
【０１５１】
ステップＳ３８において、ｋがｎより小さいか否かが判断される。Ｙｅｓの場合、処理は
ステップＳ４０に進む。
ステップＳ４０において、ｓｔｋ（ｋ）≧ｔｈ＿Ａであるか否かが判断される。Ｎｏの場
合、処理はステップＳ４２に進む。
ステップＳ４２において、ａｄｊ＿ｔｍｐがｋにセットされる。そして、処理はステップ
Ｓ４４に進む。
【０１５２】
ステップＳ４４において、ｋが１だけインクリメントされる。そして、処理はステップＳ
３８に戻る。
一方、ステップＳ４０においてＹｅｓの場合は、処理はステップＳ４２をスキップしてス
テップＳ４４に進む。
また、ステップＳ３８においてＮｏ、つまりｋ＝ｎの場合、処理はステップＳ４６に進む
。
【０１５３】
ステップＳ４６において、ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇが１であるのか否かが判断される。Ｎｏ
の場合、処理はステップＳ４８に進む。
ステップＳ４８において、ａｄｊ＿ｔｍｐから調整変数ｘを減じた値が０より大きいか否
かが判断される。Ｙｅｓの場合、処理はステップＳ５０に進む。
ステップＳ５０において、調整変数ｘが１だけインクリメントされる。そして、処理はス
テップＳ５８に進む。
【０１５４】
ステップＳ５８において、Ｓａｄｊ（ｘ）がｙとして設定される。そして、処理はステッ
プＳ６２に進む。
ステップＳ６２において、フィールドｖが０にセットされる。そして、本サブルーチンを
終了する。
【０１５５】
一方ステップＳ４８においてＮｏの場合は、処理はステップＳ５２に進む。ステップＳ５
２において、ａｄｊ＿ｔｍｐが調整変数ｘと等しいか否かが判断される。Ｙｅｓの場合、
処理はステップＳ５４に進む。
【０１５６】
ステップＳ５４においては、調整変数ｘが１だけデクリメントされる。そして、処理はス
テップＳ５８に進む。
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なお、ステップＳ４６においてＮｏと判断される場合、処理はステップＳ５６に進む。
【０１５７】
ステップＳ５６においては、調整変数ｘの値としてａｄｊ＿ｔｍｐが設定されると共に、
ｆｉｒｓｔ＿ｆｌａｇは０にセットされる。そして処理はステップＳ５８に進む。
一方、ステップＳ３２においてＹｅｓ、つまり映像信号Ｓｖは非ジッタ信号Ｓｖｊｎと認
定されている場合、処理はステップＳ６０に進む。
ステップＳ６０において、画質補正調整量ｙは１にセットされる。
【０１５８】
そして、本サブルーチンにおいて求められた画質補正調整量ｙに基づいて、ステップ＃９
００Ｒおよび＃１０００において上述の如く画質補正調整が行われる。なお、ステップ＃
９００Ｒは上述のステップ＃９００における処理と基本的に同一である。
以上のように本発明によれば、ジッタ成分を持った映像信号を自動的に検出し、そのジッ
タ量を計測し、その量に応じて水平輪郭補正量、速度変調量、ノイズ低減量を適応的に加
減させることで、入力信号の状態に応じ最適な画質補正を行う放送受信装置を構成する事
が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】テレビジョンセットに用いられている、本発明にかかる画像補正装置の構成を示
すブロック図である。
【図２】図１に示す補正調整器の構成を示すブロック図である。
【図３】図２に示す補正調整器の主な動作を示すフローチャートである。
【図４】図３に示す垂直平均時間算出サブルーチンの詳細な動作を示すフローチャートで
ある。
【図５】図３に示すジッタ認定サブルーチンの詳細な動作を示すフローチャートである。
【図６】図３に示す非ジッタ認定サブルーチンの詳細な動作を示すフローチャートである
。
【図７】図３に示すジッタ量算出サブルーチンの詳細な動作を示すフローチャートである
。
【図８】図３に示す画質補正調整量算出サブルーチンの詳細な動作を示すフローチャート
である。
【図９】非ジッタ信号の特徴量を示す説明図である。
【図１０】ジッタ信号の特徴量を示す説明図である。
【図１１】所定補正量の傾きをジッタ量に応じて調整する方法の説明図である。
【図１２】所定補正量を一律増減させて調整する方法の説明図である。
【図１３】図３に示す画質補正量算出サブルーチンの説明図である。
【図１４】図３に示す画質補正パラメータ生成サブルーチンの説明図である。
【図１５】本発明の実施形態の変形例にかかる補正調整器の主な動作を示すフローチャー
トである。
【図１６】図１５に示すジッタ認定サブルーチンの詳細な動作を示すフローチャートであ
る。
【図１７】図１５に示す非ジッタ認定サブルーチンの詳細な動作を示すフローチャートで
ある。
【図１８】図１５に示したジッタ量算出／画質補正調整量算出サブルーチンの詳細な動作
を示すフローチャートの前半部である。
【図１９】図１５に示したジッタ量算出／画質補正調整量算出サブルーチンの詳細な動作
を示すフローチャートの後半部である。
【図２０】図１５に示したジッタ量算出／画質補正調整量算出サブルーチンの説明図であ
る。
【図２１】図１５に示したジッタ量算出／画質補正調整量算出サブルーチンの説明図であ
る。
【図２２】テレビジョンセットに用いられている、従来の画像補正装置の構成を示すブロ
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【符号の説明】
ＳＰｐ　信号処理システム
ＩＱＣｐ、ＩＱＣｃ　画質補正装置
４　同期分離器
５　信号処理器
６　スキャン速度変調駆動器
７　ＣＲＴ駆動器
８　偏向器
９　画像表示器
１１　スキャン速度変調信号生成器
１２　水平輪郭強調器
１３　ノイズ低減器
１４　マルチプレクサ
１５　バスインターフェース
１６　ＲＯＭ
ＣＡ　補正調整器
２１　垂直時間計測器
２２　ジッタ検出器
２３　ジッタ量計測器
２４　画質補正量算出器
１００ｐ　制御器
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